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一
　
設
置
の
経
緯
と
ね
ら
い

　
本
学
で
は
、
二
〇
一
六
年
の
参
議
院
選

挙
と
二
〇
一
七
年
の
名
古
屋
市
長
選
挙
の

二
回
に
わ
た
り
、
学
内
に
期
日
前
投
票
所

を
設
置
し
て
き
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
投

票
管
理
者
、
投
票
立
会
人
、
事
務
従
事
者

の
そ
れ
ぞ
れ
を
人
文
社
会
学
部
の
学
生
が

つ
と
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
学
生
の
運
営
に
よ
る
期
日
前

投
票
所
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、
二
〇
一

六
年
六
月
に
瑞
穂
区
役
所
と
本
学
と
で
締

結
し
た
連
携
協
力
協
定
が
あ
っ
た
。
こ
の

協
定
に
基
づ
き
、
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
準
備
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
を
進
め

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
期

日
前
投
票
所
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
学

生
に
主
権
者
意
識
が
醸
成
さ
れ
、
同
世
代

に
選
挙
の
重
要
性
を
広
め
て
い
く
と
い
う

点
に
あ
っ
た
。

二
　
参
議
院
選
挙
で
の
運
営
と
そ
の
結
果

　
二
〇
一
六
年
の
参
議
院
選
挙
（
七
月
一
〇

日
投
開
票
）
は
、
選
挙
権
年
齢
が
引
き
下

が
っ
て
初
め
て
の
国
政
選
挙
と
な
り
、
全

国
的
に
大
き
な
関
心
が
高
ま
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り
、
ま
た
連
携

協
力
協
定
の
締
結
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

瑞
穂
区
役
所
職
員
と
本
学
教
職
員
に
よ
っ

て
、
同
年
三
月
末
よ
り
本
学
滝
子
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
期
日
前
投
票
所
の
開
設
に

む
け
た
検
討
が
始
ま
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
大
学
側
と
し
て
は
い
か
に

期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
学
生
に
周
知
す

る
か
、
に
向
き
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
教
養
教
育
科
目
「
現
代
社
会
と
政

治
」
（
筆
者
が
担
当
）
の
授
業
で
、
う
ち

わ
や
チ
ラ
シ
の
作
成
と
配
布
、
啓
発
動
画

の
制
作
と
配
信
に
取
り
組
み
、
学
内
で
の

周
知
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
経
て
、
公
示
日
の
翌

日
の
六
月
二
三
日
に
は
、
名
古
屋
市
内
で

初
め
て
と
な
る
大
学
内
の
期
日
前
投
票
所

の
開
設
が
実
現
し
た
。
当
日
は
一
号
館
一

階
の
会
議
室
に
、
正
午
か
ら
午
後
六
時
ま

で
の
六
時
間
、
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し

て
い
る
。
運
営
に
携
わ
っ
た
の
は
、
人
文

社
会
学
部
の
学
生
八
名
（
筆
者
の
ゼ
ミ
学

生
が
中
心
）
で
、
投
票
管
理
者
一
名
、
投

票
立
会
人
二
名
、
事
務
従
事
者
三
名
（
五

名
が
交
代
で
担
当
）
を
担
当
し
た
。

　
正
午
か
ら
の
開
始
直
後
に
は
、
一
八
歳

の
学
生
が
投
票
に
来
て
、
そ
の
後
も
近
隣

住
民
の
方
々
が
次
々
と
投
票
に
訪
れ
た
。

結
果
と
し
て
、
総
投
票
者
数
は
三
七
名
と

な
り
、
特
に
正
午
か
ら
午
後
三
時
頃
ま
で

に
投
票
に
来
た
有
権
者
が
多
か
っ
た
。

三
　
名
古
屋
市
長
選
挙
で
の

　
　
運
営
と
そ
の
結
果

　
参
議
院
選
挙
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置

後
に
は
、
関
係
者
で
総
括
会
議
を
持
ち
、

こ
の
際
に
「
今
回
の
経
験
を
基
に
、
次
回

の
市
長
選
挙
で
も
期
日
前
投
票
所
を
設
置

調
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し
よ
う
」
と
い
う
話
が
出
た
。
そ
こ
で
、

二
〇
一
七
年
の
名
古
屋
市
長
選
挙
（
四
月

二
三
日
投
開
票
）
に
伴
っ
て
、
再
び
本
学

で
期
日
前
投
票
所
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
す
で
に
前
回
の
経
験
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
、

事
前
準
備
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
も
っ

と
も
、
期
日
前
投
票
所
の
設
置
日
は
四
月

一
三
日
で
、
こ
の
時
期
は
大
学
の
前
期
授

業
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

あ
り
、
学
内
で
の
周
知
に
力
を
入
れ
る
の

が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
入
生

用
の
配
布
資
料
の
な
か
に
周
知
チ
ラ
シ
を

同
封
す
る
、
学
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
、
な
ど
の
対
応
を
取
っ
た
。

　
運
営
当
日
は
前
回
同
様
で
、
一
号
館
一

階
の
会
議
室
に
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
、

人
文
社
会
学
部
の
三
年
生
八
名
（
筆
者
の

ゼ
ミ
学
生
）
が
運
営
に
従
事
し
た
。
他
方

で
、
開
設
時
間
は
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
と
し
、
前
回
に
比
べ
て
二
時
間

ほ
ど
長
く
し
て
い
る
。

　
結
果
と
し
て
は
、
総
投
票
者
数
は
一
五

三
名
と
な
り
、
前
回
に
比
べ
る
と
総
投
票

者
数
が
大
き
く
伸
び
た
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
午
前
一
〇
時
の
投
票
開
始
直
後
に

近
隣
の
有
権
者
が
続
々
と
訪
れ
た
こ
と
か

ら
、
開
設
時
間
の
延
長
が
大
き
く
影
響
し

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
課
題
と
展
望

　
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
本
学
で

は
二
回
に
わ
た
り
期
日
前
投
票
所
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
準
備
か
ら
運
営
に

い
た
る
ま
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

対
応
で
き
た
要
因
は
、
連
携
協
力
協
定
に

基
づ
く
瑞
穂
区
役
所
と
大
学
と
の
協
力
関

係
に
求
め
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
学
生
の
投
票
数
は
い
ず
れ

も
一
桁
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本
学
の
学

生
数
は
約
四
六
〇
〇
人
で
あ
り
、
大
半
が

自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状

況
で
期
日
前
投
票
所
に
訪
れ
た
学
生
数
が

一
桁
と
な
っ
た
要
因
は
、
「
瑞
穂
区
に
住

民
票
が
あ
る
学
生
の
数
が
限
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
政
令
市
で
は

行
政
区
ご
と
に
選
挙
人
名
簿
が
整
え
ら
れ

て
お
り
、
本
学
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票

で
き
た
の
は
、
瑞
穂
区
に
住
民
票
が
あ
る

有
権
者
の
み
で
あ
っ
た
。
瑞
穂
区
民
で
あ

る
学
生
の
数
は
多
く
な
く
、
結
果
と
し
て

投
票
者
数
の
少
な
さ
に
影
響
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
他
方
で
、
参
議
院
選
挙
の
際
に
期
日

前
投
票
所
の
運
営
に
携
わ
っ
た
学
生
は
、

「
瑞
穂
区
民
し
か
大
学
で
の
期
日
前
投
票

所
で
投
票
が
で
き
な
い
状
況
を
改
善
で
き

な
い
か
」
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
で
、

そ
の
後
に
調
査
・
研
究
を
継
続
し
た
。
そ

の
結
果
、
「
大
学
に
お
け
る
期
日
前
合
同

投
票
所
の
可
能
性
」
と
い
う
提
案
を
ま
と

め
、
日
本
地
方
政
治
学
会
・
日
本
地
域
政

治
学
会
の
学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
て
発
表
し
、

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
初
の
ね
ら
い
で
あ
っ

た
「
期
日
前
投
票
所
の
運
営
に
携
わ
る

こ
と
で
学
生
に
主
権
者
意
識
が
醸
成
さ

れ
、
同
世
代
に
選
挙
の
重
要
性
を
広
め
て

い
く
」
と
い
う
点
も
、
少
し
ず
つ
実
現
し

つ
つ
あ
る
。
一
連
の
取
り
組
み
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
今
後
も
期
日

前
投
票
所
の
運
営
の
み
に
と
ど
め
ず
、
常

に
「
そ
の
先
」
を
意
識
し
な
が
ら
継
続
し

て
い
き
た
い
。

※
本
稿
は
平
成
二
九
年
度
名
古
屋
市
立
大
学
特

別
研
究
奨
励
費
「
名
市
大
ら
し
い
E
S
D
型

主
権
者
教
育
の
挑
戦
―
名
古
屋
市
と
の
連
携

に
よ
る
高
大
接
続
を
展
望
し
て
」
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
す
。


